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　市では、「大崎市くらしの便利帳」を株式
会社サイネックスと協働発行します。完成
次第、市内全戸に配布いたします。
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問 世界農業遺産推進課企画調整担当  ☎23-2281

食育コラム食育コラム
のの

11月24日（いいにほんしょ
く）は和食の日！

その18その18

問 世界農業遺産推進課自然共生推進担当  ☎23-2281
　世界農業遺産「大崎耕土」のフィールドミュージ
アムを使った、武蔵野大学による「世界農業遺産大
崎耕土エコツアーフィールドスタディ」が9月に開
催されました。ツアーは、2週にわたり、武蔵野大
学1年生の計38人が参加しました。SDGsの17の
ゴールと大崎耕土の特徴を体感して学ぶため、大崎
広域中央クリーンセンターなどの施設見学を行っ
たほか、地域住民との触れ合いを楽しみながら、居
久根の手入れ体験や餅作り体験、化女沼で植栽活動
などを行いました。
　学生自らが関心
や疑問を持ち、地域
の課題解決などが
話し合われるなど、
大崎耕土を学びの
場とするツアーと
なりました。

　世界農業遺産「大崎耕土」でSDGs
　を学ぶ「 」vol.31vol.31

オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館

今月今月
のの

表紙表紙
今月今月
のの
表紙表紙

大崎耕土ウェブサイトはこちら▶

の

問 秘書広報課 広報広聴担当 ☎23-5023問 秘書広報課 広報広聴担当 ☎23-5023

男女共同参画男女共同参画Let's!Let's!

問 まちづくり推進課男女共同参画推進室 ☎ 23-2103

SDGsゴール5「ジェンダー平等」
vol.4vol.4

みんなで知ろう！考えよう！行動しよう！

　市が進める取り組みの一つに、「審議会等委員の女
性登用率」を令和5年度に40パーセントとする達成
目標があります。現時点では、全体で27・8パーセン
トで、目標達成までにはあと110人の女性が審議会
等委員へ参画する必要があります。44ある審議会の
うち、既に目標を達成している審議会もあれば、女性
がゼロの審議会もあります。
   また、地域活動などを行う組織や団体で役員や代
表者を選ぶときにも、男性が選ばれる傾向がありま
す。363人が務めている行政区長のうち、女性は5人
で、全体の1・4 パーセントです。
   年齢や立場、性別などにかかわらず、地域の構成員
として、対等に役割を分かち合える、大崎市のSDGｓ
ゴール5「ジェンダー平等」を、家庭と地域から実現
していきましょう。
大崎市女性人材リスト登録者
を随時募集中です！
詳しくは問い合わせください。

市内の事業主の皆さんへ
　くらしの便利帳に掲載する広告を募集す
るため、株式会社サイネックスの職員が事
業所などを訪問、ご連絡をする場合があり
ます。あらかじめご理解願います。

【広告募集に関する問い合わせ】
株式会社サイネックス　仙台支店
〒982-0034  仙台市太白区西多賀4-13-8
TEL 022-243-6671   FAX 022-307-3071
Eメール s-sendai@scinex.co.jp

▲秋の七草オミナエシを植栽

   

10
月
１
日
付
で
、市
役
所
内

に
日
本
語
学
校
推
進
室
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
は
、人
口
減
少
社
会
の

到
来
と
、国
際
化・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
を
受
け
て
外
国
人
の

受
け
入
れ
、共
生
で
き
る
環
境
作

り
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
宮
城
県
で
も「
新・宮
城
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
個
別
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た「
5
期

み
や
ぎ
国
際
戦
略
プ
ラ
ン
」に

お
い
て
、「
外
国
人
材
の
受
け
入

れ
と
多
文
化
共
生
の
推
進
」の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

時
代
の
潮
流
を
受
け
て
、宮

城
県
で
は
外
国
人
が
安
心
し
て

生
活
し
、学
び
、働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
、外
国
人
か
ら

選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
市
町
村
と
連
携
し
、公
的

日
本
語
学
校
を
開
設
す
る
こ
と

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
も
、人
口
減
少
に
伴
う

地
域
活
力
の
低
下
、人
材
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、交
流
人

口
の
拡
大
や
産
業
分
野
に
お
け

る
外
国
人
材
の
活
用
に
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
は
、交
通
ア
ク
セ
ス
に

恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。も
の
づ

く
り
企
業
で
外
国
人
材
と
の
交

流
の
蓄
積
も
あ
り
ま
す
。多
文

化
共
生
活
動
の
素
地
も
あ
り
、

生
活
の
利
便
性
の
強
み
も
あ
り

ま
す
。日
本
の
原
風
景
を
代
表

す
る
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
大
崎
耕
土
も
有
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
優
位
性
を
武
器

に
、県
内
第
一
号
の
公
立
日
本

語
学
校
の
準
備
に
キ
ッ
ク
オ
フ

し
ま
し
た
。

　

日
本
語
学
校
を
拠
点
に
し

て
、本
市
の
地
域
活
性
化
、交
流

人
口
の
増
加
、産
業
振
興
な
ど

を
通
し
て「
外
国
人
か
ら
選
ば

れ
た
大
崎
市
」を
実
現
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
意
見・
ご
提
言
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
長
コ
ラ
ム人地

日
本
語
学
校
開
設
に
向
け
て
！

天

大崎市くらしの便利帳を作成しています
ー令和5年4月の発行・配布を予定ー

   「
和
食
」と
は
、和
食
料
理
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、日
本
の
豊

か
な
自
然
や
気
候
の
も
と
で
生

ま
れ
、昔
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
食
文
化
の
こ
と
を
い
う
よ
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、健

康
的
な
食
事
で
、家
庭
な
ど
で

食
事
を
共
に
す
る
こ
と
で
、絆

を
強
く
す
る
役
割
を
果
た
し
て

き
た
ん
だ
。

　
そ
し
て
、季
節
感
を
大
切
に
し

た
料
理
や
伝
統
行
事
な
ど
、日
本

人
の
食
に
関
す
る
習
わ
し
は「
和

食（
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
）」と
し
て
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
よ
。

　
だ
け
ど
、近
年
で
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
で
、こ
の
和
食
文

化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
ん
だ
。

　

家
庭
で
実
践
し
た
い
和
食
の

取
り
組
み
と
し
て
、

① 

食
事
の
と
き
の
あ
い
さ
つ

や
箸
を
正
し
く
使
う

② 

郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
る

③ 

旬
の
食
材
を
味
わ
う　
　

 

な
ど
が
あ
る
よ
。日
本
の
大
切

な
食
文
化
を
未
来
に
伝
え
て
い

こ
う
。

　10月9日、松山地域で、第15回松山ふれ
あい運動会が開催されました。この運動会

は、昭和25年から続く歴史ある運動会で、松
山地域の住民参加型スポーツイベントです。

　長縄跳び競技「心を合わせて1
いち

.2
に
.3
さん

」では、子どもか
ら大人までさまざまな年代の住民が参加しました。こ
の競技では、スタートの合図で一斉に6人が跳び、縄
が止まるまで何回跳べるかを競い合いました。競技の
終盤では、苦しい表情を見せながらも記録を伸ばそう
と、参加者たちは一生懸命でした。最高記録は45回で、
跳び終えた参加者へ向けて、会場からは大きな拍手が
送られました。

　令和元年東日本台風
による中止や新型コロ
ナウイルスの影響で、
4 年ぶりの開催となっ
た松山ふれあい運動
会。夢中になって競技
に取り組み、気持ちの
良い汗を流しました。

▲市ウェブサイト
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